
「ゆうやけベリー」ブランド確立事業実施要領 

（ 趣 旨 ） 

第１条 この要領は、福島県オリジナル品種「ゆうやけベリー」の生産にあたり、福島市

が定める生産・販売方針に基づき取り組む生産者に対して栽培環境整備費用の一部

を補助することで、高品質かつ安定的な生産を推進し、当該品種を福島市の主力品

種とすべくブランド確立を図ることを目的として、必要な事項を定めるものとする。 

 

２ 補助金による取組については、福島市補助金等の交付等に関する規則（平成１４

年規則第２０号。以下「規則」という。）、福島市農業振興事業補助金等の交付に関

する要綱（以下「要綱」という。）及び福島市農業振興事業事務取扱要領に定める

もののほか、この要領に定めるところによる。 

 

（ 交付対象者及び交付要件等 ） 

第２条 交付対象者、交付要件、補助対象経費及び補助率等については別表に掲げる内容

とし、予算の範囲内で交付するものとする。 

 

（ 申請の様式等 ） 

第３条 要綱第３条第１項第４号の市長が必要と認める書類は、次の各号のとおりとする。 

（1）「ゆうやけベリー」ブランド確立事業補助金交付申請に係る同意書（第１号様式） 

（2）「ゆうやけベリー」ブランド確立事業実施計画書（第２号様式） 

（3）見積書 

（4）本事業実施年度の前年度の市税の納税証明書 

（5）ほ場等の所在を示す位置図 

（6）施工図又は設備等の配置図 

（7）消費税の本則課税事業者、簡易課税事業者又は免税事業者の別が分かる書類 

 

 

（ 事業内容の変更等 ） 

第４条 要綱第５条の規定により交付決定を受けた補助事業者について、補助金の増額 

  を伴う変更は１補助事業者につき１回限りとする。 

 

（ 概算払 ） 

第５条 規則第１７条第１項の規定により、市長は、必要があると認めるときは、この要

領に定める補助金について、概算払の方法により補助金を交付することができる。 

ただし、概算払により交付することができる補助金額は、当初申請において交付決 

定した額の８／１０以内とし、補助事業者が補助金の増額を伴う変更の手続きを行 

った場合は、増額分については概算払に算定しないものとする。 

 



（ 事業の成果報告 ） 

第６条 補助事業者は、事業実施年度から３年間、事業実施状況報告書（第３号様式）を

作成し、翌年度の７月末日までに市長に提出するものとする。 

 

（ 財産の処分の制限 ） 

第７条 規則第２０条第１項において市長が定める当該事業に係る財産の処分の制限の期

間は、減価償却資産の耐用年数等に関する省令で規定する耐用年数とする。 

 

（ その他 ） 

第８条 この要領に定めることのほか事業の実施について必要な事項は、市長が別に定め

る。  

 

附 則 

 この要領は、令和５年４月１日から施行する。 

 

 この要領は、令和５年１０月４日から施行する。 

 

 この要領は、令和６年４月１日から施行する。 

 

 この要領は、令和７年４月１日から施行する。 

 

 この要領は、令和８年４月１日から施行する。 

 

（別表）交付対象者及び交付要件等 

交付対象者 
「ゆうやけベリー」を生産・販売する市内に住民登録を有する農業者

であること。 

交付要件 

次の要件をいずれも満たすこと。 

（１）「ゆうやけベリー」の生産にあたり、福島県から選定された農

業者であること。 

（２）「ゆうやけベリー」を新規作付け、作付面積を維持または拡大

していること。 

（作付面積維持の場合は、過去に本事業活用実績がないこと。） 

（３）納税義務を果たしていること。 

（４）福島市内のほ場に設置される場合であること。 

（５）国・県並びに農業者団体等の施策等と重複申請でないこと。 

（６）園芸施設共済等の保険制度に加入している又は加入予定であ 

ること。 

補助対象経費

（※） 

（１）生産基盤整備に係る施設の導入費用 

（２）高品質生産、単収増加、省力化に資する機械等の導入費用 

※ 補助対象経費には、施設、機械の設置費用を含むこととする。た 

だし、消費税の額を除くものとする。 



補助率・上限額 
補助率については補助対象経費の３分の１とし、上限額については一

人当たり３００万円とする。 

備考 事業実施年度における補助は１経営体に対し１回のみとする。 

 

 

 

 

 


